
１
　
は
じ
め
に

今
年
七
月
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
Ａ
Ａ
型
種
類
株
式
を
発
行
し
た
。
Ａ
Ａ
型
種
類
株
式
は
、
中
長
期
的
株
主
層
の
形
成
、
研
究
開
発
投

資
資
金
が
業
績
に
寄
与
す
る
期
間
と
投
資
期
間
を
合
わ
せ
た
投
資
機
会
の
提
供
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
二
月
二
〇
日
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
提
出
さ
れ
た
「
持
続
的
成
長
を
支
え
る
中
長
期
の
安
定
し
た
投
資
の
推
進
に
向

け
て
」
と
題
す
る
資
料
に
は
、
中
長
期
投
資
を
促
進
す
る
た
め
の
提
案
の
一
つ
に
種
類
株
式
の
積
極
的
利
用
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

会
社
法
は
種
類
株
式
の
発
行
を
認
め
て
は
い
る
が
こ
れ
ま
で
の
発
行
事
例
は
多
く
は
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
発
行
さ
れ
て
き
た

種
類
株
式
は
株
主
間
で
議
決
権
に
差
異
を
設
け
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
昨
年
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
議
論
や
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
Ａ

Ａ
型
種
類
株
式
の
発
行
は
、
中
長
期
的
な
株
主
に
対
す
る
優
遇
、
中
長
期
的
な
個
人
投
資
家
の
取
り
込
み
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
目
的
で
の
種
類
株
式
の
発
行
で
あ
る
と
い
え
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
ケ
イ
・
レ
ビ
ュ
ー
や
欧
州
委
員
会
の
株
主
権
利
指
令
の
よ
う
に
、
金
融
危
機
の
後
、
シ
ョ
ー
ト
・
タ
ー
ミ
ズ
ム
の
批

判
か
ら
長
期
的
投
資
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
議
論
は
各
国
で
見
ら
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
昨
年
フ
ロ
ラ
ン
ジ
ュ
法
が
制
定
さ

れ
た
。
フ
ロ
ラ
ン
ジ
ュ
法
は
二
年
以
上
保
有
す
る
株
主
に
普
通
株
式
の
二
倍
の
議
決
権
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
長
期
保
有
株
主
を
優
遇
す
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
賛
否
両
論
あ
る
。
長
期
保
有
株
主
を
優
遇
す
る
こ
と
、
特

に
長
期
株
主
に
多
く
の
議
決
権
を
付
与
す
る
こ
と
は
、
主
要
株
主
の
利
益
を
保
護
し
、
少
数
株
主
や
長
期
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
は
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長
期
保
有
株
主
優
遇
策
と
し
て
の
種
類
株
式
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悪
影
響
で
あ
る
と
す
る
反
対
論
は
根
強
い
。
ま
た
、
フ
ロ
ラ
ン
ジ
ュ
法
は
長
期
保
有
株
主
保
護
よ
り
も
政
府
に
よ
る
企
業
経
営
に
対

す
る
介
入
の
意
味
合
い
が
強
い
と
考
え
ら
れ
、
制
定
の
際
は
機
関
投
資
家
か
ら
の
反
対
が
強
か
っ
た
。
ま
た
、
欧
州
株
主
権
利
指
令

に
つ
い
て
も
改
正
案
は
可
決
さ
れ
た
も
の
の
、
僅
差
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
長
期
保
有
株
主
優
遇
策
の
一
つ
一

つ
に
つ
い
て
も
反
対
意
見
が
挙
が
っ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
持
ち
合
い
と
い
う
株
主
構
造
の
特
殊
性
か
ら
も
諸
外
国
と
は
異

な
る
議
論
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
長
期
保
有
株
主
優
遇
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
る
か
、
そ
の
一
つ
と
し
て
提
案
さ
れ
て
い
る
種
類
株
式
と

は
な
に
か
、
ト
ヨ
タ
の
Ａ
Ａ
型
種
類
株
式
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
に
つ
い
て
見
て
ゆ
き
た
い
。

２
　
種
類
株
式
発
行
事
例

今
年
七
月
発
行
さ
れ
た
ト
ヨ
タ
の
Ａ
Ａ
型
種
類
株
式
以
外
に
も
種
類
株
式
の
発
行
に
は
、
い
く
つ
か
の
例
が
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
、

ソ
ニ
ー
が
子
会
社
（
Ｓ
Ｃ
Ｎ
、
現
ソ
ネ
ッ
ト
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
）
の
業
績
連
動
型
株
式
で
あ
る
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
を
発

行
し
た
。
当
該
株
式
の
配
当
は
、
子
会
社
に
連
動
す
る
が
、
議
決
権
は
ソ
ニ
ー
の
普
通
株
式
と
同
様
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
際
石
油

開
発
（
現
国
際
石
油
開
発
帝
石
）
は
、
拒
否
権
付
種
類
株
式
、
い
わ
ゆ
る
黄
金
株
を
発
行
し
、
こ
れ
を
政
府
が
保
有
し
て
い
る
。
種

類
株
式
が
上
場
さ
れ
て
い
る
例
と
し
て
は
、
伊
藤
園
の
配
当
優
先
無
議
決
権
株
式
が
あ
る
。
当
該
種
類
株
式
は
同
社
普
通
株
式
と
同

様
に
東
証
一
部
に
上
場
し
て
い
る
。

ま
た
最
近
耳
目
を
集
め
た
例
に
、
介
護
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
す
る
サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン
社
の
複
数
議
決
権
種
類
株
式
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
Ｂ
種
類
株
式
と
い
い
、
創
業
者
で
あ
る
筑
波
大
学
の
山
海
教
授
お
よ
び
二
つ
の
財
団
法
人
の
み
が
持
つ
も
の
で
、
普
通
株
式
の

一
〇
倍
の
議
決
権
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
山
海
教
授
が
死
亡
し
た
時
に
は
、
死
亡
の
日
か
ら
九
〇
日
を
経
過
し
た
日
に
Ｂ
種
類
株
式
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の
全
部
が
普
通
株
式
に
転
換
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
同
社
の
製
造
す
る
介
護
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
平
和
目
的
以
外
の
転
用
を
防

止
す
る
必
要
性
と
山
海
教
授
が
経
営
に
安
定
し
て
関
与
す
る
こ
と
が
株
主
利
益
の
観
点
か
ら
必
要
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
グ
ー
グ
ル
がD

ual
C

lass
Shares

を
発
行
し
て
い
る
。
こ
れ
は
サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン
社
と
同

じ
く
創
業
者
や
経
営
者
に
議
決
権
を
多
く
持
た
せ
る
複
数
議
決
権
株
式
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
株
式
をD

ual
class

share

やD
ual

class
stock

と
呼
び
、
こ
の
構
造
をD

ual
class

structure

（
以
下
、
Ｄ
Ｃ
Ｓ
）
と
呼
ぶ
。D

ual
class

share

を
発
行
す
る
株
式
会

社
が
上
場
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
は
、
各
国
の
法
制
に
よ
っ
て
異
な
る
。
中
国
の
電
子
商
取
引
大
手
のA

libaba
G

roup
H

olding

は

香
港
証
券
取
引
所
で
は
な
く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所
で
上
場
し
た
。D

ual
C

lass
Shares

を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
経

営
陣
は
経
営
権
を
維
持
し
つ
つ
市
場
か
ら
資
金
調
達
が
で
き
る
。D

ual
C

lass
Shares

を
発
行
す
る
会
社
で
は
、
普
通
株
式
を
上
場

し
、
議
決
権
の
多
い
種
類
株
式
を
非
上
場
と
し
て
創
業
者
な
ど
が
保
有
す
る
。

Ｄ
Ｃ
Ｓ
は
一
株
一
議
決
権
の
原
則
か
ら
は
逸
脱
す
る
、
株
主
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
な
い
等
の
批
判
も
あ
る
。

複
数
議
決
権
種
類
株
式
の
発
行
は
、「
企
業
価
値
の
最
大
化
（
経
済
の
発
展
）
と
株
主
平
等
原
則
（
資
本
市
場
の
健
全
性
）
の
バ
ラ

ン
ス
を
、
ど
う
と
る
か
と
い
う
、
強
い
政
策
的
な
意
味
合
い
を
持
つ
。」
（
１
）

と
言
わ
れ
て
い
る
。

複
数
議
決
権
種
類
株
式
に
対
し
て
は
、
取
引
所
の
規
制
の
あ
り
方
が
重
要
と
な
る
。
Ｉ
Ｐ
Ｏ
時
に
既
に
複
数
議
決
権
種
類
株
式
が

発
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
事
実
と
種
類
株
式
に
付
さ
れ
た
権
利
が
有
価
証
券
届
出
書
等
で
開
示
さ
れ
て
い
る
場
合
と
、
普
通
株
式
を

上
場
し
て
い
る
会
社
が
定
款
変
更
し
て
複
数
議
決
権
種
類
株
式
を
発
行
す
る
場
合
と
で
は
、
お
の
ず
と
規
制
の
方
法
が
異
な
っ
て
く

る
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則19C

-4

）
（
２
）。

Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
際
に
既
に
複
数
議
決
権
種
類
株
式
が
発
行
さ
れ
て
い
る
場
合
、
投
資
家
は
そ
の
事
実
を
判
断
し
て
投
資
す
る
こ
と
を
決

め
る
が
、
普
通
株
式
を
上
場
し
て
い
る
会
社
が
新
た
に
複
数
議
決
権
株
式
を
発
行
す
る
場
合
、
既
存
の
株
主
の
利
益
を
害
し
な
い
よ

（41）



う
発
行
を
規
制
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

３
　
種
類
株
式
と
は
何
か

そ
も
そ
も
種
類
株
式
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
会
社
法
の
規
定
で
は
、
会
社
は
、
一
〇
八
条
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
内
容
の
異

な
る
二
種
類
以
上
の
株
式
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
項
第
一
号
の
剰
余
金
の
配
当
に
つ
い
て
異
な
る
種
類
株
式
と
は
、
い

わ
ゆ
る
普
通
株
式
に
優
先
し
て
配
当
を
受
け
取
る
こ
と
の
で
き
る
配
当
優
先
株
式
や
反
対
に
普
通
株
式
に
劣
後
す
る
劣
後
株
式
（
後

配
株
式
）
な
ど
が
あ
る
。
先
述
の
伊
藤
園
の
発
行
す
る
配
当
優
先
無
議
決
権
株
式
や
ソ
ニ
ー
の
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
、
ト
ヨ
タ

の
Ａ
Ａ
型
種
類
株
式
は
、
剰
余
金
の
配
当
に
つ
い
て
、
普
通
株
式
と
は
異
な
る
性
質
を
有
し
て
い
る
。

会
社
法
一
〇
八
条
第
一
項
第
三
号
に
は
、「
株
主
総
会
に
お
い
て
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
」
に
つ
い
て
異
な
る

種
類
株
式
を
発
行
で
き
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
完
全
無
議
決
権
種
類
株
式
や
複
数
議
決
権
種
類
株
式
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
完

全
無
議
決
権
種
類
株
式
の
み
を
保
有
す
る
株
主
に
は
、
株
主
総
会
の
招
集
通
知
等
を
発
送
し
な
い
で
済
む
た
め
、
費
用
を
削
減
で
き

る
。
ま
た
、
こ
れ
を
先
に
述
べ
た
配
当
優
先
株
式
と
す
る
こ
と
で
、
会
社
の
経
営
に
は
興
味
が
な
い
が
、
イ
ン
カ
ム
ゲ
イ
ン
に
は
興

味
の
あ
る
株
主
か
ら
の
投
資
を
期
待
で
き
る
。
伊
藤
園
の
発
行
す
る
配
当
優
先
完
全
無
議
決
権
種
類
株
式
は
こ
の
例
で
あ
る
。

一
方
、
先
に
述
べ
た
サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
グ
ー
グ
ル
の
よ
う
に
株
式
市
場
で
の
資
金
調
達
を
し
つ
つ
、
創
業

者
で
あ
る
経
営
者
の
経
営
の
安
定
を
図
り
た
い
場
合
に
は
、
複
数
議
決
権
種
類
株
式
が
発
行
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
会
社
で
は
、
上
場

す
る
普
通
株
式
の
一
〇
倍
の
議
決
権
が
付
与
さ
れ
た
種
類
株
式
を
経
営
者
等
が
保
有
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
株
式
の
発
行
に
つ
い

て
は
、「
過
少
投
資
に
よ
る
会
社
支
配
」
と
す
る
批
判
も
あ
る
。
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４
　
ト
ヨ
タ
の
Ａ
Ａ
型
種
類
株
式

（
１
）
Ａ
Ａ
型
種
類
株
式
発
行
の
決
定

ト
ヨ
タ
の
Ａ
Ａ
型
種
類
株
式
は
、
剰
余
金
の
配
当
、
残
余
財
産
の
分
配
、
譲
渡
制
限
、
取
得
請
求
権
に
つ
い
て
、
普
通
株
式
と
は

異
な
る
性
質
を
有
す
る
。
発
行
当
初
よ
り
剰
余
金
配
当
の
率
が
決
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
、
発
行
価
格
で
ト
ヨ
タ
が
買
い
取
る
こ
と
が

約
束
さ
れ
て
い
る
。
社
債
に
近
い
性
質
を
持
つ
。
一
方
、
議
決
権
に
関
し
て
は
、
普
通
株
式
と
同
じ
内
容
の
権
利
を
有
す
る
。
発
行

の
目
的
は
、
中
長
期
的
株
主
層
の
形
成
、
研
究
開
発
投
資
資
金
が
業
績
に
寄
与
す
る
期
間
と
投
資
期
間
を
合
わ
せ
た
投
資
機
会
の
提

供
と
し
て
い
る
。

第
一
回
Ａ
Ａ
型
種
類
株
式
の
発
行
規
模
は
、
五
〇
〇
〇
万
株
を
上
限
と
し
、
各
回
号
を
合
計
し
た
Ａ
Ａ
型
種
類
株
式
全
体
の
発
行

規
模
は
、
発
行
済
株
式
総
数
の
五
％
未
満
（
一
億
五
〇
〇
〇
万
株
）
を
上
限
と
し
た
。
ま
た
、
発
行
後
は
、
Ａ
Ａ
型
種
類
株
式
発
行

数
と
同
数
の
自
己
株
式
を
取
得
し
、
発
行
済
株
式
総
数
を
増
加
さ
せ
な
い
と
し
た
。
ま
た
、
発
行
価
格
は
、
ブ
ッ
ク
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

方
式
で
決
定
し
、
発
行
価
格
等
決
定
日
の
普
通
株
式
の
終
値
の
一
二
〇
％
以
上
と
発
表
し
た
。
Ａ
Ａ
型
種
類
株
式
発
行
を
承
認
し
た

ト
ヨ
タ
の
株
主
総
会
は
六
月
一
六
日
行
わ
れ
、
七
五
・
二
一
％
賛
成
を
得
て
可
決
さ
れ
た
（
３
）。

七
月
二
日
、
実
際
の
発
行
価
格
を
同
日

終
値
に
三
割
上
乗
せ
し
た
一
万
五
九
八
円
に
決
定
し
、
四
九
九
二
億
円
分
を
発
行
す
る
と
発
表
し
た
。
販
売
は
野
村
證
券
の
み
で
行

わ
れ
、
個
人
投
資
家
を
中
心
に
多
く
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
４
）。

（
２
）
Ａ
Ａ
型
種
類
株
式
の
自
益
権
お
よ
び
投
下
資
本
回
収
方
法

Ａ
Ａ
型
種
類
株
式
は
、
累
積
型
非
参
加
型
配
当
優
先
株
式
の
性
質
を
持
つ
。
累
積
型
と
は
、
全
事
業
年
度
に
予
定
の
配
当
額
に
達

し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
翌
事
業
年
度
に
そ
の
不
足
額
が
持
ち
越
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
非
参
加
型
と
は
、
優
先
配
当
分
を
受
領
し
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た
後
に
、
普
通
株
式
と
と
も
に
残
り
の
配
当
に
は
与
れ
な
い
タ
イ
プ
の
配
当
優
先
株
式

を
言
う
。
こ
の
点
で
も
社
債
に
近
い
性
質
を
持
つ
。
ま
た
、
残
余
財
産
の
分
配
に
つ
い

て
は
、
債
権
者
よ
り
劣
後
し
、
普
通
株
式
に
は
優
先
す
る
。
配
当
額
は
発
行
価
格
に
配

当
年
率
で
計
算
さ
れ
る
。
配
当
年
率
は
ス
ラ
イ
ド
式
で
あ
る
（
図
１
）。
平
均
す
る
と

普
通
株
式
を
下
回
る
。

Ａ
Ａ
型
種
類
株
式
は
譲
渡
制
限
付
非
上
場
株
式
で
あ
る
。
市
場
で
は
売
却
で
き
ず
概

ね
五
年
は
処
分
で
き
な
い
。
五
年
を
超
え
る
と
対
価
を
金
銭
ま
た
は
普
通
株
式
と
す
る

取
得
請
求
権
が
株
主
に
あ
る
。
ま
た
、
五
年
を
超
え
る
と
会
社
も
発
行
価
格
を
取
得
価

格
と
す
る
強
制
取
得
が
で
き
る
。

（
３
）
Ａ
Ａ
型
種
類
株
式
の
議
決
権

Ａ
Ａ
型
種
類
株
式
の
議
決
権
は
普
通
株
式
と
同
様
一
〇
〇
株
に
つ
き
一
つ
（
単
元
株

一
〇
〇
株
）
で
あ
る
。
ト
ヨ
タ
の
株
主
総
会
は
普
通
株
式
の
株
主
と
種
類
株
主
の
株
主

と
の
両
方
で
構
成
さ
れ
る
。
種
類
株
式
発
行
会
社
の
場
合
に
は
実
際
に
種
類
株
式
が
発

行
さ
れ
る
か
否
か
に
関
わ
り
な
く
、
定
款
で
何
も
定
め
な
け
れ
ば
、
さ
ら
に
、
種
類
株

主
で
構
成
さ
れ
る
種
類
株
主
総
会
開
催
の
必
要
が
あ
る
。
ト
ヨ
タ
の
場
合
、
定
款
に
定

め
な
け
れ
ば
、
普
通
株
式
の
株
主
お
よ
び
Ａ
Ａ
型
種
類
株
式
の
種
類
株
主
の
両
方
で
構

成
さ
れ
る
株
主
総
会
と
普
通
株
式
の
株
主
の
み
の
種
類
株
主
総
会
、
Ａ
Ａ
型
種
類
株
式

（44）

図１　AA種類株式の配当
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（出所）トヨタ自動車「AA型種類株式に関する説明資料」より作成



の
株
主
の
種
類
株
主
総
会
の
三
回
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
会
社
法
に
は
普
通
株
式
と
い
う
概
念
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
普
通

株
式
の
種
類
株
式
の
一
つ
に
な
る
。
し
か
し
、「
法
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
」
種
類
株
主
総
会
の
決
議
を
必
要
と
し

な
い
こ
と
を
定
款
に
定
め
れ
ば
種
類
株
主
総
会
開
催
の
必
要
は
な
い
。
ト
ヨ
タ
は
法
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
種
類
株

主
総
会
の
決
議
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

５
　
海
外
で
の
議
論

日
本
に
お
い
て
、
種
類
株
式
発
行
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
先
の
例
で
見
た
よ
う
に
こ
れ
ま
で
日

本
で
発
行
さ
れ
て
き
た
種
類
株
式
は
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
に
つ
い
て
株
主
間
で
差
異
を
設
け
る
議
決
権
制
限
種
類
株
式
が
多

か
っ
た
。
従
っ
て
、
種
類
株
式
に
関
す
る
議
論
も
一
株
一
議
決
権
の
原
則
と
の
関
係
で
論
じ
ら
れ
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、

近
年
、
長
期
保
有
株
主
優
遇
策
の
一
つ
と
し
て
、
種
類
株
式
を
利
用
で
き
な
い
か
と
す
る
議
論
が
各
国
で
持
ち
上
が
っ
て
い
る
。

金
融
危
機
後
、
シ
ョ
ー
ト
・
タ
ー
ミ
ズ
ム
に
対
処
す
る
た
め
に
、
長
期
保
有
株
主
を
優
遇
す
る
べ
き
だ
と
す
る
議
論
が
盛
ん
に
な

っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
（
Ｌ
Ｓ
Ｅ
）
の
ジ
ョ
ン
・
ケ
イ
教
授
が
、
政
府
か
ら
の

委
嘱
を
受
け
、
イ
ギ
リ
ス
の
株
式
市
場
の
構
造
上
の
問
題
や
企
業
の
行
動
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究

を
行
っ
た
。
ケ
イ
教
授
は
二
〇
一
二
年
七
月
に
最
終
報
告
書
を
発
表
し
た
（
５
）。

こ
の
通
称
ケ
イ
・
レ
ビ
ュ
ー
に
も
以
下
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。

「
回
答
者
の
中
に
は
、
長
期
保
有
投
資
家
が
取
引
の
際
に
明
白
な
恩
恵
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
有
価

証
券
取
引
税
の
軽
減
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
投
資
家
に
と
っ
て
、
税
制
の
優
遇
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
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ま
た
、
他
の
回
答
者
は
、
一
定
期
間
株
式
を
登
録
し
た
者
に
対
し
て
、
異
な
る
議
決
権
を
付
与
す
る
方
法
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ

は
一
般
的
ま
た
は
敵
対
的
買
収
者
が
現
れ
た
時
の
ル
ー
ル
で
あ
る
。
こ
れ
を
法
制
化
す
る
方
法
は
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
議
決
権
に
関
し
て
異
な
る
種
類
株
式
を
発
行
す
る
こ
と
は
、
今
で
も
可
能
で
あ
る
。G

oogle

お
よ

びF
acebook

は
こ
の
構
造
を
利
用
し
、
創
設
者
が
少
な
い
株
数
で
多
く
の
議
決
権
を
保
有
し
て
い
る
。
こ
の
方
法
が
採
用
さ
れ
な
か

っ
た
ら
Ｉ
Ｐ
Ｏ
は
不
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
機
関
投
資
家
の
中
に
は
、
複
数
議
決
権
株
式
に
強
く
反
対
す
る
者
も
あ
る
。
Ａ
Ｂ
Ｉ

（A
ssociation

of
B

ritish
Insurers

、
イ
ギ
リ
ス
保
険
協
会
）
は
以
前
よ
り
こ
の
構
造
に
反
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
上
場
株
式
に
複
数
議

決
権
株
式
の
実
質
的
な
制
限
を
導
入
す
る
ス
タ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
調
査
、
議
論
の
対
象
と

す
る
必
要
が
あ
る
。
少
数
株
主
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
献
身
的
な
株
主
を
優
遇
す
る
措
置
を
与
え
る
べ
く
挑
戦
す
る
必
要
が
あ
る
。」

と
し
て
い
る
。

欧
州
に
お
い
て
も
横
断
的
に
長
期
株
主
優
遇
策
が
議
論
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
短
期
的
な
投
資
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
株
主
が
取
締
役
の
意
思
決
定
や
行
動
の
責
任
に
あ
ま
り
興
味
を
示
さ
な
く
な
っ
た
、
ま
た
、
経
営
者
も
短
期
的
な
利
益
を
追
求

す
る
傾
向
に
あ
る
と
の
議
論
が
あ
る
。
欧
州
委
員
会
の
株
主
権
利
指
令
（Shareholder's

R
ights

D
irective

）
の
改
正
案
に
は
当
初

な
か
っ
た
長
期
株
主
優
遇
策
が
追
加
さ
れ
た
。
二
〇
一
五
年
五
月
七
日
、
欧
州
法
務
委
員
会
が
一
〇
対
一
三
の
僅
差
で
支
持
し
た
改

正
案
で
は
、
長
期
保
有
株
主
に
対
す
る
優
遇
策
と
し
て
、
追
加
議
決
権
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
、
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
配
当
（loyalty

dividend

）
や
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
株
式
（loyalty

share

）
の
付
与
が
な
さ
れ
る
形
を
と
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
措
置
は
二
年
以
内
に
行
わ

れ
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
（
６
）。
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６
　
日
本
に
お
け
る
長
期
株
主
優
遇
策

日
本
に
お
い
て
も
、
二
〇
一
四
年
八
月
発
表
の
「
持
続
的
成
長
へ
の
競
争
力
と
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
〜
企
業
と
投
資
家
の
望
ま
し
い

関
係
構
築
〜
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
い
わ
ゆ
る
伊
藤
レ
ポ
ー
ト
の
最
終
報
告
書
に
、
日
本
に
お
い
て
は
中
長
期
投
資
家
層
が
薄
い
こ
と

や
、
長
期
投
資
を
促
進
す
る
た
め
の
個
人
投
資
家
の
育
成
、
そ
の
た
め
の
優
遇
策
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
７
）。

具
体
的
な
優
遇
策

と
し
て
非
課
税
期
間
や
非
課
税
枠
の
拡
大
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

長
期
投
資
促
進
策
と
し
て
種
類
株
式
が
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
内
閣
府
経
済
財
政
諮
問
会
議
「
持
続
的
成
長
を
支
え
る
中
長
期
の
安

定
し
た
投
資
の
推
進
に
向
け
て
」（
平
成
二
六
年
二
月
二
〇
日
、
会
議
資
料
五
―
一
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
種
類
株
の
積
極
的
活

用
に
向
け
て
…
日
本
で
は
種
類
株
の
利
用
が
進
ん
で
い
な
い
。
普
及
し
な
い
要
因
、
種
類
株
を
活
用
し
て
長
期
保
有
を
促
す
措
置
や

そ
の
実
現
の
た
め
の
対
応
策
な
ど
、
諸
外
国
の
例
を
参
考
に
し
つ
つ
、
経
産
省
等
で
対
応
を
検
討
す
べ
き
。」
と
の
記
載
が
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
以
上
の
具
体
的
な
記
載
が
な
い
が
、
本
会
議
に
先
立
っ
て
発
表
さ
れ
た
内
閣
府
「
目
指
す
べ
き
市
場
経
済

シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
報
告
」
目
指
す
べ
き
市
場
経
済
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
専
門
調
査
会
（
平
成
二
五
年
一
一
月
一
日
）
に
は
、「
現

行
法
上
、
中
長
期
資
金
の
調
達
手
段
と
し
て
、
中
長
期
保
有
株
主
を
議
決
権
や
配
当
で
優
遇
す
る
種
類
株
の
発
行
は
可
能
で
あ
る
。」

と
し
て
い
る
。
但
し
、「
…
多
く
の
投
資
家
に
と
っ
て
、
議
決
権
や
配
当
を
優
遇
す
る
種
類
株
式
を
発
行
す
る
だ
け
で
は
、
中
長
期

保
有
の
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
機
能
し
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
市
場
参
加
者
（
資
金
の
需
要
ま
た
は
供
給
者
）
に
中

長
期
的
な
投
資
の
み
を
促
す
よ
う
誘
導
し
よ
う
と
し
て
も
、
か
え
っ
て
市
場
の
流
動
性
を
損
な
う
の
で
あ
れ
ば
、
中
長
期
的
な
投
資

を
細
ら
せ
結
果
的
に
市
場
参
加
者
の
利
益
に
な
ら
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。」、
種
類
株
式
の
発
行
は
「
買
収
防
衛
策
と
し
て
議
決
権
を

中
長
期
の
投
資
家
に
多
く
与
え
る
こ
と
が
用
い
ら
れ
た
場
合
に
は
、
株
主
利
益
最
大
化
の
観
点
の
立
場
か
ら
は
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

が
低
下
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
も
あ
る
。」、
し
か
し
、「
こ
う
し
た
懸
念
を
払
拭
で
き
る
よ
う
な
企
業
価
値
の
実
現
や
発
信
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が
で
き
る
企
業
に
と
っ
て
は
、
中
長
期
的
資
金
の
調
達
手
段
と
し
て
種
類
株
式
の
発
行
は
検
討
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
。」
と
し
て
い

る
。
さ
ら
に
会
社
法
で
は
種
類
株
式
の
発
行
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
現
行
会
社
法
上
で
も
中
長
期
の
株
主
に
対
し
、
議
決
権
や

配
当
面
に
お
い
て
長
期
保
有
株
主
を
優
遇
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
例
え
ば
、
単
元
株
式
を
採
用
し
て
い
る

会
社
に
お
い
て
、
一
単
元
の
株
式
数
を
株
式
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
と
し
、
短
期
保
有
と
中
期
保
有
の
株
主
の
間
に
議
決
権

の
差
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
長
中
期
保
有
の
投
資
家
に
発
行
す
る
Ａ
種
類
株
式
に
つ
い
て
は
、
単
元
株
式
数
を
一

株
式
と
す
る
が
、
短
期
保
有
株
主
に
は
、
一
〇
〇
株
を
一
単
元
と
す
る
Ｂ
株
式
を
発
行
す
る
、
と
い
っ
た
方
法
を
挙
げ
て
い
る
。
ま

た
、
議
決
権
行
使
の
条
件
と
し
て
、
一
定
期
間
の
株
式
継
続
保
有
を
要
求
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
配
当
に
つ
い
て
も
長
期
保
有

株
主
を
配
当
面
で
優
遇
す
る
種
類
株
式
を
発
行
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

７
　
お
わ
り
に

金
融
危
機
後
、
短
期
主
義
の
批
判
か
ら
、
世
界
的
に
長
期
保
有
株
主
に
対
す
る
優
遇
策
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
ギ
リ

ス
で
は
ケ
イ
・
レ
ビ
ュ
ー
に
そ
の
導
入
が
提
案
さ
れ
た
。
欧
州
の
株
主
権
利
指
令
も
各
国
に
長
期
保
有
株
主
優
遇
策
を
導
入
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
る
。
日
本
で
も
伊
藤
レ
ポ
ー
ト
を
初
め
、
長
期
保
有
優
遇
策
に
つ
い
て
の
議
論
が
な
さ
れ
始
め
て
い
る
。
今
年
七
月

に
発
行
さ
れ
た
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
Ａ
Ａ
型
種
類
株
式
も
こ
の
一
面
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
具
体
的
な
長
期
保
有
株
主
優
遇
策
に
は
、

種
類
株
式
、
優
遇
税
制
、
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
配
当
、
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
株
式
な
ど
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
長
期
保
有
株
主
優
遇
策
と
し
て
の
種
類
株
式
の
活
用
に
つ
い
て
の
議
論
を
紹
介
し
た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
長
期
保

有
株
主
優
遇
策
を
導
入
す
る
こ
と
に
対
し
て
批
判
的
な
意
見
も
多
い
。
議
決
権
行
使
助
言
会
社
や
機
関
投
資
家
の
中
に
は
、
長
期
保

有
株
主
優
遇
策
全
体
に
つ
い
て
の
反
対
論
も
あ
れ
ば
、
複
数
議
決
権
株
式
や
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
配
当
に
対
す
る
反
対
論
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

（48）



に
つ
い
て
の
反
対
論
も
あ
る
。
ま
た
、
日
本
に
お
い
て
は
、
持
ち
合
い
と
い
う
株
式
所
有
構
造
の
特
殊
性
か
ら
も
他
国
で
は
見
ら
れ

な
い
議
論
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
議
論
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

長
期
保
有
株
主
優
遇
策
は
、
短
期
主
義
の
批
判
か
ら
始
ま
っ
た
。
欧
州
株
主
権
利
指
令
で
は
、
二
年
以
内
の
実
施
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
、
実
際
に
も
導
入
す
る
国
や
企
業
が
出
現
し
て
い
る
。
優
遇
策
の
導
入
に
は
賛
否
両
論
が
あ
る
。
今
後
も
議
論
の
積
み
上

げ
が
必
要
で
あ
る
。
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